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【発行日】平成22年7月22日(2010.7.22)
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【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ   7/00    ３０２Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月2日(2010.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一次電池およびバックアップ電池を備えた携帯型電子装置にバックアップ電力を提供す
る方法であって、本方法は、
　前記携帯型電子装置の前記一次電池の電池レベルをモニタするステップと、
　前記一次電池の前記電池レベルが低電池閾値電圧未満である場合、前記一次電池を開放
させる第1の信号を生成するステップと、
　前記携帯型電子装置の前記バックアップ電池に前記携帯型電子装置のための電力を提供
させる第2の信号を生成するステップであって、前記バックアップ電池が、前記一次電池
により充電され、所定の最少時間の間、前記携帯型電子装置を動作させるための電力を提
供するように構成されたものであるステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記バックアップ電池が、前記携帯型電子装置を全機能で動作させることができる電力
を提供する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1の信号および前記第2の信号が実質的に同時に生成される、請求項1に記載の方
法。
【請求項４】
　前記低電池閾値電圧が1.0ボルトより低い、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記低電池閾値電圧が0.8ボルトより低い、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記電池レベルおよび前記低電池閾値の両方が、前記一次電池によって供給されている
電流の値である、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記携帯型電子装置がインスリンポンプである、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　主電池およびバックアップ電池を備えた携帯型電子装置に電力を提供する方法であって
、本方法は、
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　前記主電池が前記携帯型電子装置に挿入されたかどうかを検出し、前記主電池が検出さ
れると、検出信号をコントローラに送信するステップと、
　前記主電池が検出されると、前記主電池からの電圧を電力変換器に結合するステップと
、
　コントローラに動作電圧を提供するステップであって、前記電力変換器が前記電圧を受
け取った後に前記動作電圧が前記電力変換器から提供されるステップと、
　前記主電池が検出されると、前記主電池により前記バックアップ電池を充電するために
、前記コントローラから送信される信号を利用して前記携帯型電子装置の前記バックアッ
プ電池を自動的に充電するステップと、
　前記バックアップ電池が充電レベルに到達したかどうかを判定するために前記バックア
ップ電池の電池レベルをモニタするステップと、
　前記バックアップ電池の前記充電レベルを超えると、前記バックアップ電池の充電を停
止するステップと
　を含む方法。
【請求項９】
　前記主電池が主電池低閾値電圧未満まで使い果たされたかどうかを判定するために前記
主電池の電池レベルをモニタするステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記主電池が前記主電池低閾値電圧未満まで使い果たされると、前記主電池を前記電力
変換器への前記電圧の結合から開放する開放信号を送信するステップをさらに含む、請求
項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記主電池が閾値主電池レベル未満まで使い果たされると、前記電力変換器に電力を提
供するために前記バックアップ電池を接続する接続信号を送信するステップをさらに含む
、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記主電池と前記電力変換器の間にコンデンサが結合され、前記コンデンサが前記主電
池から電圧を受け取り、前記電圧を前記電力変換器に提供する、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　十分に充電された主電池が前記携帯型電子装置に挿入されているかどうかを判定するた
めに前記携帯型電子装置をモニタし、前記十分に充電された主電池が取り付けられると、
前記コントローラに検出信号を送信するステップをさらに含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１４】
　前記十分に充電された主電池が前記携帯型電子装置に挿入されると、前記主電池を接続
する主電池接続信号を送信し、前記電力変換器への電力の提供から前記バックアップ電池
を開放するバックアップ電池接続信号を送信するステップをさらに含む、請求項13に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記バックアップ電池の充電レベルを測定し、前記充電レベルが許容可能閾値未満であ
る場合、前記バックアップ電池を充電するために、前記バックアップ電池のレベルを前記
コントローラがチェックするステップをさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記携帯型電子装置がインスリンポンプである、請求項8に記載の方法。
【請求項１７】
　プログラムコード記憶装置と、
　前記プログラムコード記憶装置に記憶された機械可読プログラムコードと、
　を含み、
　前記機械可読プログラムコードが命令を有し、前記命令が実行されると、主電池および
バックアップ電池を備えた携帯型電子装置のためのコントローラが、
　前記携帯型電子装置の前記主電池から電池検出信号を受け取り、
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　主電池電圧読値を受け取り、
　前記主電池電圧読値と主電池低電圧閾値を比較し、
　前記主電池電圧読値が前記主電池低電圧閾値以下であれば、前記コントローラへの電力
の提供から前記主電池を開放する主電池開放信号をスイッチングデバイスに送信し、
　前記コントローラに電力を提供するために、前記携帯型電子装置の前記主電池によって
充電された前記携帯型電子装置の前記バックアップ電池を接続するバックアップ電池接続
信号をスイッチングデバイスに送信するプログラムコード記憶装置。
【請求項１８】
　実行されると、前記コントローラが前記携帯型電子装置のディスプレイに、前記バック
アップ電池が前記携帯型電子装置に電力を提供することができる最少時間を示すメッセー
ジを送信する命令を備えた、請求項17に記載のプログラムコード記憶装置。
【請求項１９】
　実行されると、前記電池検出信号を受け取ると、前記主電池電圧読値を要求する信号を
主電池検出回路に送信する命令を備えた、請求項17に記載のプログラムコード記憶装置。
【請求項２０】
　プログラムコード記憶媒体と、
　前記プログラムコード記憶媒体に記憶された機械可読プログラムコードと、
　を備え、
　前記機械可読プログラムコードが命令を備え、該命令が実行されると、主電池およびバ
ックアップ電池を備えた携帯型電子装置のためのコントローラが、
　前記携帯型電子装置の前記主電池が前記携帯型電子装置の電力供給回路内に存在してい
ることを示す主電池検出信号を受け取り、
　前記携帯型電子装置の前記バックアップ電池の動作レベルを受け取り、
　前記主電池検出信号を受けとると、前記動作レベルがバックアップ電池充電閾値未満で
ある場合、前記主電池により前記バックアップ電池を充電する信号をバックアップ電池充
電回路に自動的に送信し、
　前記バックアップ電池の充電レベルを受け取り、
　前記バックアップ電池の前記充電レベルが前記充電閾値を超えている場合、前記充電回
路に前記信号を送信することをやめる
　プログラムコード記憶装置。
【請求項２１】
　実行されると、前記コントローラが、主電池電圧読値を受け取り、前記主電池電圧読値
と主電池閾値電圧を比較する命令を含む、請求項20に記載のプログラムコード記憶装置。
【請求項２２】
　実行されると、前記コントローラが主電池開放信号を送信して、前記主電池にマイクロ
コントローラへの電力の提供を停止させ、また、バックアップ電池接続信号を送信して、
前記バックアップ電池に前記マイクロコントローラに電力を提供させる命令を備えた、請
求項21に記載のプログラムコード記憶装置。
【請求項２３】
　携帯型電子装置に主電圧を提供するための主電池と、
　前記主電圧を受け取り、前記主電圧を少なくとも1つの動作電圧まで高めるための変換
器と、
　前記主電池により充電され、前記携帯型電子装置にバックアップ電圧を提供するように
構成されたバックアップ電池と、
　前記変換器から前記動作電圧を受け取り、前記主電池の電圧レベルをモニタし、前記モ
ニタした前記主電池の電圧レベルと主電池低電圧閾値を比較し、前記モニタした電圧レベ
ルが前記主電池低電圧閾値以下である場合、前記主電池による前記変換器への前記主電圧
の提供を防止する開放信号を送信し、所定の時間の間、前記バックアップ電池に前記変換
器にバックアップ電圧を提供させる接続信号を前記バックアップ電池に送信するコントロ
ーラと
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　を備えた、携帯型電子装置のための電力供給サブアセンブリ。
【請求項２４】
　前記開放信号を受け取った後、前記主電池を基準接地から開放するためのスイッチング
デバイスをさらに備えた、請求項23に記載の電力供給サブアセンブリ。
【請求項２５】
　前記主電池と前記変換器の間にコンデンサが結合され、前記コンデンサが前記主電池に
よって充電され、前記コンデンサが、より平滑な主電圧を前記変換器に提供する、請求項
23に記載の電力供給サブアセンブリ。
【請求項２６】
　前記コントローラが前記バックアップ電池の動作レベルを受け取り、前記バックアップ
電池の前記動作レベルが充電閾値未満である場合、前記主電池により前記バックアップ電
池を充電する信号を充電デバイスに自動的に送信する、請求項23に記載の電力供給サブア
センブリ。
【請求項２７】
　前記コントローラが前記バックアップ電池の充電レベルをモニタし、前記バックアップ
電池の前記充電レベルが前記充電閾値を超えている場合、前記充電デバイスへの前記信号
の送信を停止する、請求項26に記載の電力供給サブアセンブリ。
【請求項２８】
　前記主電池低電圧閾値が1.0ボルト未満である、請求項23に記載の電力供給サブアセン
ブリ。
【請求項２９】
　前記主電池低電圧閾値が0.8ボルト未満である、請求項23に記載の電力サブアセンブリ
。
【請求項３０】
　前記携帯型電子装置が、蓄電池、リチウム電池またはアルカリ電池を利用することがで
きる、請求項23に記載の電力供給サブアセンブリ。
【請求項３１】
　前記主電池が低電圧閾値に到達する前に、前記主電池エネルギーの少なくとも95%が利
用される、請求項23に記載の電力供給サブアセンブリ。
【請求項３２】
　前記変換器が、ポンプ、ディスプレイおよび前記コントローラではない第2のプロセッ
サに他の動作電圧を提供する、請求項23に記載の電力供給サブアセンブリ。
【請求項３３】
　前記携帯型電子装置がインスリンポンプである、請求項23に記載の電力供給サブアセン
ブリ。
【請求項３４】
　ユーザにメッセージを提供するディスプレイと、
　電力供給サブアセンブリと、
　を備え、
　前記電力供給サブアセンブリは、
　　携帯型電子装置に主電圧を提供するための主電池と、
　　前記主電池により充電され、前記携帯型電子装置にバックアップ電圧を提供するよう
に構成されたバックアップ電池と、
　　前記主電池および前記バックアップ電池のいずれかに結合された、前記主電池および
前記バックアップ電池の両方に結合することができるコンデンサであって、前記主電圧ま
たは前記バックアップ電圧のいずれかを受け取り、受け取った前記電圧を転送するコンデ
ンサと、
　　前記受け取った電圧を前記コンデンサから受け取り、少なくとも1つの動作電圧を生
成する変換器と、
　　前記変換器から前記少なくとも1つの動作電圧を受け取り、前記主電池の前記主電圧
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をモニタし、前記モニタした前記主電池のレベルと主電池低電圧閾値を比較し、前記モニ
タした前記主電池のレベルが前記主電池低電圧閾値以下である場合、前記主電池からの前
記主電圧が前記コンデンサに結合されるのを防止する開放信号を送信し、前記バックアッ
プ電池の前記バックアップ電圧が充電閾値未満である場合、前記主電池により前記バック
アップ電池を充電する信号を充電デバイスに自動的に送信するコントローラと
　を備えた携帯型電子装置。
【請求項３５】
　前記モニタした前記主電池のレベルが前記主電池低電圧閾値以下である場合、前記コン
トローラが、前記バックアップ電池からの前記バックアップ電圧を前記コンデンサに結合
する接続信号をさらに送信する、請求項34に記載の携帯型電子装置。
【請求項３６】
　前記変換器が前記ディスプレイのための動作電圧を提供する、請求項35に記載の携帯型
電子装置。
【請求項３７】
　前記主電池が、家庭用電流によって充電することができる取外し可能蓄電池であっても
よい、請求項35に記載の携帯型電子装置。
【請求項３８】
　前記主電池低電圧閾値が1.0ボルト未満である、請求項34に記載の携帯型電子装置。
【請求項３９】
　前記主電池低電圧閾値が0.8ボルト未満である、請求項34に記載の携帯型電子装置。
【請求項４０】
　前記主電池が低電圧閾値に到達する前に、前記主電池エネルギーの少なくとも95%が利
用される、請求項34に記載の携帯型電子装置。
【請求項４１】
　前記携帯型電子装置がインスリンポンプである、請求項34に記載の携帯型電子装置。
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